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「
希

望

の

光

」

（
第
四
十
六
回
）

神
戸
の
「
ル
ミ
ナ
リ
エ
」
を
訪
れ

た
。
か
つ
て
の
震
災
で
鎮
魂
の
想
い

や
復
興
の
願
い
を
込
め
て
始
ま
っ
た

も
の
だ
。
今

年
の
テ

ー
マ
は
「
光

の
地
平

線
」

。
光

の
回

廊
か

ら
続
く
直
径
4
2
mの
「
光

の
壁
掛
け
」
の
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
を
目
の
当
　

心

た
り
に
し
て
、
私
は
声
　

三

を
失
っ
た
。
美
し
い
Ｉ・

ま
る
で
異
次
元
に
い

る
か
の
よ
う
。
心
に

染

み
入

る
美

し

い

Ｂ
Ｇ
Ｍ
も
私
た
ち
を

優
し
く
包
ん
で
く
れ
る
。

心
が
明
る
く
暖
か
く
な
　

琵

り
｀
テ

ー
マ
音
楽
の
　
一

Ｃ
Ｄ
も
購
入
し
た
。

同
じ
こ
ろ
、
阿
南
市
街
で

も
「
ミ
ル
キ
ー
ウ
ェ
イ
」
が
オ

ー

プ
ン

。
銀
河
の
煌
め
き
の

よ
う
な
3
0

万
個
の
発
光
ダ
イ
オ

ー
ド
（
Ｌ
Ｅ
Ｄ
）

の

光
を
私

は
身
体

一
杯

に
浴
び

た
。

青

色
Ｌ
Ｅ
ａ

は

、
徳
島
大

学
出
身

の

中

村
修
二
博

士

が
発
明
し

た
こ

と
で

知

ら
れ

る
。
赤
色

Ｌ
Ｅ
Ｄ

は
以

前
に

東
北
大
学
の
教
授
が
開
発
し
、
車
の

ブ
レ
ー
キ
ラ
ン
プ
や
電
気
製
品
の
ス

イ
ッ
チ
な
ど
で
、
お
馴
染
み
の
色
。
光

の
三
原
色
が
揃
い
、
あ
ら
ゆ
る
色
の
光

を
作
り
だ
す
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
。

携
帯
電
話
が
フ
ル
カ
ラ
ー
と
な
り
、

信

号
機

の
電

球
が
半

永

久
的

に
。

地
球

規
模
で

エ
ネ
ル

ギ
ー
が

節
約
さ

れ
、温

暖
化

の
防
止

な
ど
そ
の
貢
献
度
は
計
り

知
れ
な

い
。

中

村
氏

は
現
在
米

国

の
大

学
教

授

。
「
日

本

を

捨

て

た

男

が

日

本

を
変

え
る
」
や
「
考
え

る

力

、
や

り
抜

く

力

私

の

方

法

」

な

ど

の

本

で

私

達

も

お

会

い
で

き

、
指
導

し
て

も

ら
え
る

。
「
頭
で
考
え

る

だ
け
で

は

だ
め
。
手
足

を

動
か
し
、
自
分
で
さ
ま
ざ

ま
な
改
良
を
重
ね
る
こ
と
が

大
事
で

あ
る
」
と
。

エ

ジ
ソ
ン

が
発
明

し

た
電
球

が
、

将
来
Ｌ

Ｅ
Ｄ

に
変

わ

る
。
希
望
の

光

が
も

う
す
ぐ
人

の
心

を
、
国
を

、
そ

し

て
世
界

を
変

え
て

い
く
の

は
間
違

い

な

い
。
（
医

学
博
士

・
内

科
医
師
）
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